
期　日：平成２６年１月２３日(木)
場　所：鶴岡市藤島庁舎２階
　２０２、２０３大会議室

第５回藤島地域審議会会議録（概要）
○日　時　　平成２６年１月２３日(木)　午前１０時～午前１１時３０分
○会　場　　鶴岡市藤島庁舎２階　２０２、２０３会議室

○出席委員（五十音順）　１２名
　　　　　　板垣久喜、奥山康光、小野木覺、小野寺菊子、佐藤一晴、澁谷俊一、冨樫達喜、
富樫正明、堀口大介、丸山克夫、丸山鎭、渡部綾子
○欠席委員　８名
　　　　　　岩浪嘉弥、上鉢浩美、齋藤泰宏、相馬大、髙橋德雄、髙山千代子、冨樫菊子、松浦伸
○市側出席職員

〈藤島庁舎〉　支所長　門崎秀夫、総務企画課長　今野克雄、総務企画課主幹　本間光夫、
市民福祉課長　丸山隆逸、産業課長　蓮池昇、産業課主幹　上林正利、
東部建設事務室長　髙橋親孝、東部税務事務室長　山口弘男、
総務企画課課長補佐　押井新一、総務企画課専門員　齋藤良徳、
総務企画課専門員　武田幸士

〈本所〉　　　企画部企画調整課専門員　池田勝人
企画部地域振興課地域振興主査　三浦裕美　
企画部政策推進課　遠藤誠
○傍聴者　なし
○次　第

１、開　　会　（今野総務企画課長）

２、会長挨拶　（小野木会長）
３、協　　議

（１）「鶴岡市総合計画後期基本計画」の策定について
（２）「藤島地域振興計画」の策定について

４、その他

５、閉　　会　（今野総務企画課長）
【会議の概要】
１、開　　会　（今野総務企画課長）

２、会長挨拶　（小野木覺会長）

３、協　　議
（１）鶴岡市総合計画後期基本計画の策定について（池田企画調整課専門員）

（２）藤島地域振興計画の策定について（押井総務企画課課長補佐）

－　池田企画調整課専門員　　資料１、資料２により説明　－
－　押井総務企画課課長補佐　資料３により説明　－

○小野木覺会長　それぞれ１番目と２番目の今までの経過の説明をされたわけでありますけども、これについて、何か落ちているものはないかということで、提案があればお聞きしたいなと。
　　私の聞いている範囲では、庄内農業高等学校との連携ということでは、加工施設の予算がついたということでありました。いろんな場所で発言してきたわけですけども、庄内は特に、農業高等学校が１１０周年となりました。それから、山大農学部がこの地域にあります。そして農業試験場もこの地域にあると。言うことから６次産業化ということで盛んに訴えたわけでありますけども、やっと予算がついたということをお聞きしまして、ほっとしております。今、農家の活力ある自立ということでは非常によかったのかなと思っておりますし、なおかつ、丸山委員からもお話があったわけでありますが、総合計画審議会でも、ごみ処理等についての、いわゆる焼却施設が老朽化した中で、新しく作らざるを得ない状況の中にあるわけでありますが、そこからいわゆるもったいないという、排熱を活用したエネルギーを売電に使ったらどうだと、いうような話をしてまいりました。これも叶うだろうと思っておりますが、ぜひこの点についても、きっちりと主張を、藤島からもしていただきたい。そうでないと、結局は８００度以上ですか、高熱を上げますと、ダイオキシンですか、それ以上の高熱になると完全焼却するということで、これは皆さんも知っているんだろうと思いますが、こういった新設のものをやるとすれば、もったいないの精神を、ほんとに継続してですね、設備投資をしてもらいたいなと、思っております。よろしくお願いします。この件については、特に藤島からの主張は、されてますか。この間丸山委員さんもこの話をしているはずなんですが。
○門崎支所長　ごみ焼却施設のリニューアルですか、改築に伴う排熱利用の提案ということで、昨年の審議会でも会長から、今お話あったように提言をされております。藤島庁舎として具体的に排熱利用の提言というのはしておりませんけども、ただ今説明申し上げました総合計画の方針の中にも、資源循環型社会の実現を掲げる中で、再生可能エネルギーのことが書いてありますけども、その方向性の中で、市としてこれから検討が進むものであると認識しております。よろしくお願いいたします。

○小野木覺会長　きちっと文面で訴えておかないと、優先順位がぐんと遅れますと、新設なってから、それもすればよかった、あれもすればよかったということが、よく、我々の民間の生活の中でもあるわけなんで、ぜひこういうことというのは、地域だけの問題でなくて、鶴岡市全体として、我々はそういう思いでおります。地域のことも大事だけども、鶴岡市全体のことも大事なわけです。やっぱり地域からも主張されたということを訴えてもらわないと。
○門崎支所長　今日の藤島の地域審議会でございますけども、ここで後期の総合計画の説明をしております。そこでこういうご意見をいただいておりますので、それが藤島地域からの委員のご意見という形ですので、報告もなされますし、紹介されるというふうに捉えておりますので、よろしくお願いいたします。
○小野木覺会長　丸山さん、よろしいですか、それで。

○丸山鎭委員　この計画書の作り方ですが、鶴岡総合計画後期基本計画（素案）（資料１）、これは鶴岡市全体の審議会で考えたが、その中の藤島地域については藤島地域の人たちでもっときちっと考えてくれと、こういうことだろうと思います。従って、市全体のことは市全体の審議会、こちらでは小野木会長が委員になって出ていると思いますけども、全体で採決なりして決めるということだろうと解釈しております。ただし、藤島地域に関することは、ここで審議し決議をして、市全体にあげていくという、そういう捉え方でよろしいですよね。
○門崎支所長　平成２０年に地域振興ビジョンというのを６地域それぞれで作っています。これの見直し、新たな策定というのが今回の地域振興計画になります。従いまして、これについては地域審議会で藤島も２か年に渡りまして提言書をとりまとめていただいている、そういうものも踏まえてですね、今回、藤島地域の振興計画の案（資料３）を作ったわけでありますので、そこのところは、地域審議会の皆様からご意見をいただいて反映をさせていただいていると、そういう理解でおります。なお、市の総合計画というのは全体にわたりますので、それについては、今もお話しありましたとおり、各地域の審議会の会長さんも委員として出されておりますけども、それぞれ市の各分野、各般の代表というような審議会というふうにですね、いろいろご意見をいただきながら計画の策定を進めているところであります。なお、総合計画に関しましても、各地域の審議会の委員の皆さんから、今日の席もそうでありますけども、ご意見とかご提言があればいただいてと、いうことであります。
○丸山鎭委員　たとえば、前に申しあげたエネルギーの再利用、活用については、市全体に関するもので、藤島の丸山からも意見があったよと、藤島庁舎あるいは会長から発言してもらうと言うことだろうと思います。そうですよね。
○門崎支所長　はい。企画・・

○丸山鎭委員　本所から専門員さんが来ていますから、こういう話が藤島地域から出たっていうことで、その意見を活用していただくということだろうと思います。ただし、藤島地域の部分については、ここで十分にもんで、そしてより良いものを上げてやると言うことでいいですよね。そこでちょっと、発言させてもらいます。
　　藤島地域の振興計画（素案）、資料３ですけども、私のとらえ方が間違ってるのかどうかわかりませんけども、具体的な記述が何もないんじゃないか。誰が、何を、いつまで、どうするか。それが何も見えないんです。例えば、ページ６と７、具体的方策とありますけれども、２６年度はこうします、２７、２８、２９、３０年度はこうしますよという、これが計画だろうと思います。そういう視点から見ると、いつまでやるのか、何をやるのか、誰がやるのか。こういうところがぜんぜん見えない。どうです、堀口さん、見えますか。
○堀口大介委員　いや、私も・・
○丸山鎭委員　見えないでしょ。そういうものこそ相談し、もっときちんと記述して謳わなきゃならないんじゃないかなと思うんです。今まで２０年から２５年まで５年間やりました。まあその反省に立ったろうけども、前回２０から２５年の時もあまり具体的になかったから、ずるずると経ってしまったんじゃないかなと、そんなふうに捉えているんです。確かに、計画立ててできないものもあるかもしれない。でも、やっぱり夢を持って目標を立てて計画を立てる、そして実施してみると、これが大事だと思うんです。確かに、予算という壁はあるかもしれませんけども。そういう具体的な計画を立てない限り、何も進まないんじゃないかと。
例えば、申し上げますと、「①人と環境にやさしい農業の推進」、その真ん中へんに、「商品開発を進め、地域産業の創出を推進します」、じゃあこれどうするの？誰がどこで、いつまで開発するの？産業創出するの？そういうものがこの計画の中にないと進まないんじゃないかなと、そういうふうに思うんですけども、会長、いかがですか。
○小野木覺会長　はい、そのとおりであります。私もそう思ってますけども、これもよく話を聞いてみますと、市のほうからの説明のほうがよろしいのかもしれません。ただ、１年間の審議、それぞれの地域審議会、それから総合計画審議会での取りまとめをするのが精いっぱいで、何年度にはこれをやるという、丸山委員さんのおっしゃるとおり、それまで入れてもらえればいいんですが、なかなか、文章それぞれの言い分を総合的にまとめるのがやっとだと、まあ言われました。それで、年月を区切って計画をなぜ出せないのかと言ったら、まず総合計画審議会でこういう説明、こういうことがありました、こういう説明を取りまとめました、まあここまでが精一杯だ。それから、予算を組んでこれから何年やると、いうことは、今後そういうことは方向付けとしてやっていかねばならないと、こういうことは榎本市長がおっしゃってましたから、まあ職員の皆さんから聞いたわけでないんですが、市長、いったいこういうのは、この玉虫色はいつなのかという話をしたら、じっくりそういう話を聞いたわけですが、職員のみなさんはどういう考え方なんですか。
〇今野総務企画課長　先ほど素案ということで説明させていただきましたが、最後におことわりしたとおり、具体的な部分、具体的な事業等は載っておりません。項目だけということで説明させていただきましたし、前回、前々回と、２回にわたってこの地域振興計画の素案をお話ししております。皆さんからいろいろ意見をいただいたところでございますが、それを生かしながら、進めていくといったものでございます。
１２月１６日には、地域審議会提言書ということで出されております。その中の、例えば「農業資源を生かした交流人口の拡大」の具体的な方策といった部分で、農業関連施設については、マップ作りとかそういったものが、というような項目がありました。また「地域の資源や特色を生かした観光資源の開発」といった部分では、わら工芸とか、そういったものを体験できるようなしくみと、いうような具体的なことはここに述べられております。そういったものを、この「農業関連資源を生かした地域振興の実現」の中に生かしていくべく、今進めているところでございます。
前にも言われましたけども、いつするのかといった部分でございますが、例えば、提言書の中の、地域の農業体験というような部分でも予算要求しておりますし、また、ふじ公園につきましては、新たな名称、親しみやすい名称といった部分でも意見出されております。そういった募集につきましても予算要求をさせていただいておるところでございます。そういったことで、皆さんからいただいた提言でいろいろ議論いただいて、意見もいただいたわけですけども、できるものから進めているという段階でございまして、それじゃあこれいつまでやるのかと、いつまでかと、そういった区切りについても一応案として内部ではもんでおりますけども、そういったことで進めておりますのでご理解をお願いしたいと思います。
○小野木覺会長　はい、よろしいですか。
○丸山鎭委員　そういういい話があるのをなんでここにちゃんと書いて最初から説明しないのか。この資料については、先ほど全部時間かけて説明願いましたけども、職員の方の説明はここに書いてあることばっかりなんですよ、私読んできたんですよ。また３０分以上かけて説明までして、何もないんです。むしろ、今野課長が言われたような具体的な話、これについては具体的に予算要求してるよと、予算はつくかつかないかわからないけどもしてますよと、そういう話こそ、我々がほんとに聞きたい話なんですよ。それは言わないで、つっこまれてから初めて言う、そういうやり方というのは、これはちょっと考えものだなあと、私は思います。ある意味では、皆さんは行政のプロなわけです。我々は素人で、わからないのでこうしてもらいたいなあ、こういうふうにしたら便利になるし、住みやすくなるしなあということで提言するわけなんです。それを汲み上げて、具体的にこうしますからどうですかと、いうようなものは、市の職員である皆さんですから、やってもらいたいんですよ。そして我々に教えてもらいたい。私はそう思うんですけどもいかがですか、会長さん。
○小野木覺会長　はい、そのとおりだと思います。今野課長。

〇今野総務企画課長　説明不足の点もあったわけですけども、地域審議会の提言書といった部分で会長より提言いただきました。また、この地域振興計画（素案）（資料３）につきましても、ただ今説明いたしております。先ほどありました熱利用とか、そういった環境問題につきましても、それぞれの総合計画の専門部会がございます。藤島の審議会に諮ったらこういう意見が出ましたということで、前回１２月に受けたこともその中で反映されております。そういったことで、今、こういった案をまとめようとしている段階でございますし、提言書は市長に提出いただきましたけども、総合計画並びに地域振興計画については、まだ内部の案の状態です。これを本所でまとめて、各地区の要望は要望でわかりましたということでここへ載せてやるわけですけども、それが決定なる部分ではまだございませんで、市長等上の方での会議もございます。そういったことで決定されて初めて皆さんにお示しできるものでございます。今のところまだ案だということでご了承願いたい。まだ策定途中でございます。２月の中旬まで提出ということになっておりまして、そういったことで皆さんからこうご意見を伺っていると。先ほど具体的な部分につきましてはこの提言書の中でいろいろご意見いただいておりますので、なるべくそれを載せるべく努力しておりますんで、ご理解お願いしたいと思います。
○小野木覺会長　はい、そういうことで、ご理解お願いします。よく丸山さんの気持ちもわかる、私もそういう思いだったから。
○丸山鎭委員　それを、我々は、がまんしないで、市の方にぶつけていかなければいけないと思う。提言書についてですが、前回の審議会の持ち方と関係するわけですけども、提言書の案をそろそろとっていいのでないか、それで決めてどうかと、いうふうな髙橋德雄さんからの発言があったと思います。ところがそれについて、んだのう、じゃあその案をとって提言書として出そうやと、そういう決議がなされていないのです。そういうような大事なルールをきちっと踏まえて、じゃあこういうふうに案をとって提言書を出しましょう。出したからには我々はいろいろ意見言ったけれども協力しましょうと。こういうふうになると思うんです。そのへんをあいまいの形で、前回は提言書を出してしまった。提言書は、会長から榎本市長のほうに渡してもらったと。そういう流れだろうと思います。それはそれとして、あの提言書の中身については、そう特に問題はなくて、ああとってもいいなあと、多分、皆さん思ってたと思うけども、そういうルール、進め方を踏まえてきちんと、賛否といいますか、皆さんにおはかりして、いいですというふうな、了解を得た中で出してもらう、そういう審議会の進め方というのが、大事だろうと私は思います。
　　それから、この基本計画というのは、今年の４月から始まるわけであります。４月から何をやるのかが示されないと、みんな路頭に迷うだろうと思います。それから提言書の中身であっても、我々は具体的にどうするというところまでは議論はしなかったと思います。こうしたらいいなあぐらいで。そのへんを、私は、ほんとにこの藤島地域をよくする、鶴岡市全体をよくするということから考えますと、もっと１歩、突っ込んだ形で、我々審議する必要あるんじゃないかなと、思います。
○小野木覺会長　確かに丸山委員さんのおっしゃるのは正しい部分が多いわけでありますけども、なかなか行政というのは、我々企業のやれる方法論が、そのとおりという問題でもないようなんです。私も１０何年間、この審議会に出て来たけども、職員は職員で一生懸命やる、審議会委員は委員でいろんな提案をされてきたわけですが、なかなか全部まとまるというと、なかなか、これ個人経営者だと簡単にいくんだろうけども、これみなそれぞれの言い分だもんだから言ってることはよくわかるのだが、何回も恨まれるほど言ってきた。でも、前よりはよくなってはきた。やっぱり、時代とともにだんだん変わってきているのだと思うけども。合併してから、またこう、難しい部分が、旧藤島の時より、やっぱり小さいときは簡単だったような気がする。やっぱり総合的にやっていくと、それぞれの地域があるものだから、それをまとめるのは、よっぽど職員は苦労しているのだなと、実感として湧きましたし、藤島のことについては、丸山さんが言っているとおりで確かだと思うし、職員の皆さんからも、できるだけ具体的に、数字がこのくらいからこのくらいまでの予算とか、何かこう目安みたいなものがあれば、なお示す楽しみというかな、ああこのくらいかかるのかと、いうことで、紙面に出てきた価値があるのでないかなと。ほんとに、漠然とすると、「何や」と。私も何年もなったからなんとなくわかるんだけども、予算を組む、別の案件が出てくるとそれを優先しなければならないとなるとそれが消えるし、本当に難しい。ぜひ言い分として、できるだけ地域のことが反映されればと、いうことが丸山委員さんの基本的なものだと思いますので、よろしくお願いしたいと思います
〇今野総務企画課長　いろいろ意見いただいておりますが、先ほどから話しておりますとおり、予算要求できるものは積極的に要求してまいりますし、地域振興計画のほうに反映できるものは反映していきたいと、考えております。また、市独自でできるもの、そうでないものが提言の中にもございまして、皆さんの意見でもございましたので、それぞれについては、県関係につきましては県等、そういった機関に対しましても、市としての考え方を整理しながら、藤島地域のみならず全体として、鶴岡市として、ということで要望すべきものは要望してまいりたいと思います。前から言われてますとおり、地域にいくらということで自由に使っていいような予算もございません。そういった部分で、それぞれの事業ごとの予算配分となりますんで、そういった部分でなるべく予算をつけていただけるような、予算をつけられるような、こちらとしても取り組みといいますか、そういった部分を考えまして、審議会で出た部分を具現化していきたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

○小野木覺会長　ほかに、何かこんなこと付け加えてほしいと、いうことがあれば。丸山さん。

○丸山鎭委員　６、７ページのところで、ひとつは③の食農教育の関係。具体的に小中学校とどういうふうに、相談、協議、いつやるんだろうかを説明願いたい。
　　それから、まあ庄農の関係も同じです。

　　それから、基本方針（２）のふじの里づくりの窓口はどこになるのか、説明願いたい。

○小野木覺会長　はい、丸山委員の質問にお答え願います。
〇今野総務企画課長　食農教育といった部分でございますけども、小学校、保育園と、いうことで同じ給食を食べております。この藤島地域につきましても、米作りの中心地であるということで、理解を深めて愛着を育んでもらいたいということもございます。そういったことで、子供向けの説明用のパンフレットを作成すると同時に、食とそれを支える農業について学びの体験をさせていただきたいと、いうふうに思っております。まあひとつは実際やっている、各学校の５年生ですか、実習田ということで、各小学校でやっておりますし、あと生き物調査といった部分で、農業の関係をやっております。また、先日、新聞報道もされましたけども、給食のオール藤島の実施とか、また、つや姫のご飯を提供してといった部分で、有機農業の会といった部分で、ただ提供するだけというのでなくて、そこに行って生産者の話を聞きながら給食を食べるというようなことも実際に行われております。そういったことを充実するとともに、そういったパンフレットなんかを作ってまいりたいと考えております。
　　もうひとつ、ふじの里の、公園づくりにつきましては、今、東部建設事務室で２７年度開園に向けて進めているわけですけども、今度そこの公園管理につきましては、都市公園の位置づけもございますし、本所の公園管理部署のほうで受け持っていくことになっておりますし、ただフジに関しては地元のボランティア団体等で管理し、見ごたえのあるフジを作っていきたいという形をとっております。そういった取りまとめにつきましては、藤島庁舎総務企画課でやっていきたいと思っていますし、まだ公園できていませんけども、そういったボランティアの育成につきましては、予算要求も来年度に向けてやっておりますし、今年度もいろいろ手立てをしたところであります。以上です。
○丸山鎭委員　ボランティア活動の窓口は総務企画課ということでよろしいんですか。
〇今野総務企画課長　はい、そういったことで進めたいと思っております。

○丸山鎭委員　というのは、ただ今、ふじ公園の建設は建設事務室だと、公園の管理は本所のほうだと説明がありました。そうすると藤島でどの課が担当なのか、身近な担当課が見えないわけです。そういうところをきちんとして、みんなでふじ公園を盛り上げようと思う。そのためには藤島庁舎体制をきちんと我々に教えてもらって、我々が協力できる体制を作ってもらいたいと思うんです。そうじゃないと、協力しようにも協力しようがないという、心配をしています。それでどの課が窓口なんですかと、聞きました。
　　それから、予算要求していると言うけども、要求した後はどこが担当になるか、そのへんを説明してもらわないと、我々としても迷うと、いうことです。

　　それから、さっきの小中学校でこういうことしてますよと言うけども、ここには教育委員会がないわけで。だから、そのことについての連絡はどこにやるのかとなるわけなんです。そのへんのところを、櫛引に行って聞くようにと言うわけにいかないと思うんです。やっぱり、農業体験、藤島の田んぼでやるからには、やっぱり藤島庁舎のほうに相談来るでしょうから、その時はどこどこが担当だよというふうな、そういうキメの細かな、温かみのある行政をしてもらわないと、子供たちにはわからないと思います。ということを言いたいと思います。
○小野木覺会長　はい、ほかに何か。はい、冨樫さん。
〇冨樫達喜副会長　この藤島地域を振り返ってみると、私も４０数年間農業やってきて、減反政策ずっと取り組んできたわけですけども、いろんなことをやってきた中において、やっぱりこの藤島っていうのは水田農業がどうしても基本なんだと。その点をはずしてはこの地域の農業を考えることはできないなあという思いに至っております。そういった中で、この基本方針の中にですね、きちっと「人と環境にやさしい農業の推進」と、それから「エコタウンプロジェクト」の推進ということをきちっと明記してもらったということで、私はまずこの点は高く評価したいなと思っております。

　　さて、ところで米政策が大転換されます。私も去年の１１月から、何回となく国のいろんな、これからの米政策のこう変わるんだという対策と、何度も何度も聞いてるんです。実はきのうも鶴岡市の主催であったわけですけども、あの話を聞いて理解できた人がいたのかなあと。これからどうなるんだろうかというあたりを期待して５００人の方が集まったと思うんですけども、私の捉え方ですよ、きのうの話を聞いていると、今までの長年にわたる米政策の失敗の反省の弁だけだったのかなあと、そんなふうに聞いておりました。従ってこれからどうなるのかは、まったく分からないわけですけども、ただ、大きく変わるということだけは、農家の皆さんも薄々感づいてきている。ただ、非常に静かなんです。いろいろ心配の声がもっと出るのかなと思って聞いてるんですけども、ほとんど、いくら集まりがあってもこの話に全く触れてきません。誰もがわからないんですこれ、どうなるのか。従ってしゃべりようにもないんです。従って行政の皆さんとて同じなんだろうと思ってます。まして農協という組織も、これからどうやって組合員を、この地域を引っ張っていこうか、指導していこうかというあたりで相当の悩みを持っていると思っています。私も農業団体のトップの一人として、こうやって、この地域の対策をどうやって説明をして引っ張っていけばいいのかということで、大変悩んでおります。そういった中で、いろんな具体的なことを明示できないのは、重々私も承知しておりますし、これから恐らく、国の対策の中で、日替わりメニューのごとく、その年その年でいろんなことをまた微妙に変えてくるのかなあと。今までのことを思えば、またそんなことになるんだろうと、そんな思いをして見ております。
　　そういった時にですね、まず臨機応変に対応していただけないですか。非常に難しい理屈で言われると理解できませんので、まず現場の目で見て臨機応変に対応していただきたいなあと、それだけをですね、お願いを申し上げておきます。よろしくお願いします。
○小野木覺会長　はい、どうもありがとうございました。はい、佐藤さん。
〇佐藤一晴委員　話はさっき丸山さんの言った流れと同じです。そういう意味で、言葉だけでやっぱり終わらせたくないので。基本方針（１）の「②米作りがさかんな庄内農業の中心である藤島の情報発信」という中で、知名度アップ、販路拡大ってありますけども、今までもこういった一連の流れの中でやってきたはずなんですけども、現状の知名度アップ、販路拡大の部分ですけども、今までやってきた現状の部分と、これから具体的に、作戦はこれから練るのかもしれませんけども、どういったことを狙ってどこに向かって知名度アップ、どこに向かって販路拡大しようと、おぼろげながらでもいいですけども、何かお考えがあれば、少し内容をお聞きしたいと。
〇蓮池産業課長　「藤島地域の農産物の知名度アップ」ということでは、皆様ご承知のとおり、有機農業、特別栽培といろいろやっております。それらの米の販売関係もそうでありますけども、そのような米を使っていただくということで、今現在、横浜の保育園とか、さまざまそういうふうなところで一部使っていただいていると、いうようなところが現状であります。そのようなことで、給食だけで使っていただいてるものですから、それらを子供たちの各家庭のほうにもですね、ＰＲをしながら、少し広めていきたいと考えております。あともう１点は、昨年度、東洋大学の学食で、つや姫フェアということで、藤島でとれました米とかを使っていただきまして、１週間ほど、そういったフェアを開いていただいたと。非常に好評であったということから、引き続き東洋大学のほうにもお願いをしながら、フェアを開催していただきながらですね、藤島の名前等を広めながら、販売のほうにもつなげていきたいと、いうようなことで考えております。以上です。

○小野木覺会長　よろしいですか。

〇佐藤一晴委員　よくないですね。それは今の現状でもそうなっているわけで、それだったら現状維持ですよね、ほとんど。

私もこの間、蓮池課長が来る前、担当者に少し叱りつけたことがあるのだけども、「役場なんか何もしてないぞ」と。「藤島が、横浜の保育園に米売ったりしているのは大山の産直センターの人たちであって、藤島庁舎なんかは何もしていないのだぞ」と。ということで、少し叱りつけたことがあるのだけども、それだったらもっとバックアップしないとだめだ、はっきり言って。横浜の子供たちが添川の改善センターに泊まりに来ていたのは知っていましたか。
〇蓮池産業課長　はい、そちらのほうは毎年交流しているということで、私どもも、職員も出ておりますし、いろいろとそういう方達に協力をしながらものごとを進めていると、いうような認識でおりますが。
〇佐藤一晴委員　それは、去年なっただけだな。武田さんがやってた頃は一時期出たことがあったんだけども、ずっと２、３年あるいは４、５年休んで、去年ぱっと出て来ただけだもんな。蓮池課長さんは去年からだったから知らなかったかもしれないけども。これは弱いと思うよ、ぜんぜん取り組みとしては。だいたい、改善センターに来るのだとすれば、藤島の食材の一つもただで提供するとか、宿泊施設料をなんらかの形で免除してあげるとか、そのくらいやって初めて仕事したってことであって、これではただ書いてあるだけですよ、ちょっと苦言になって申し訳ないのだけども、役場は、そんな具体的に支援しているとか協力しているなんて、そんな立派な状態ではないです。ただこう文章に出ているだけで。もうちょっと考えてもらいたいなと、思うな。
○小野木覺会長　ほかに、はい、奥山さん。
〇奥山康光委員　先般、「楽々」に鈴木代議士が来ていろいろ説明されてました。さきほど冨樫委員がおっしゃいましたとおり、いよいよ農政が大転換を迎えるということがあります。鈴木代議士がその場で、米価が下がることがないようにというふうなことをおっしゃってましたけれども、どう考えても私は米価は１万円は余裕で切ってくるんだろうなと思っております。その中で６次産業化というものが叫ばれるようになってきてますけれども、米価が下がることによって、いよいよ輸出の時代が来たのかなと思っております。そこでお願いなのですけれども、鶴岡市としても、輸出に取り組む支援をもうちょっと手厚くしていただきたいなと思っております。

米政策はこれだけなんですけども、あと２点ほど伺いたいことがあります。

昨年の１１月だったか、八色木で火災がありました。消防のことで伺いたいんですけども、先般、私の町内会の小中島で新春放談会がありました席で、消防団活動協力員ですか、その方々が現場に出て被害に遭われた時に何もないんだよねという話がありました。それはこれからはまずいんだろうなと思っております。せっかく協力したのに、怪我のし損になってしまっては、協力する方もなかなか積極的に協力できないのだというふうに思っております。

３点目が、少子高齢化について、平成２５年度、まだ途中ですけども、鶴岡市全体で出生数が１，０００人を切ったというふうに伺っております。それについて、例えば、ほかの市町村であれば、第３子が生まれたら祝い金で１００万円あげますよという具合にありますけども、そのへん、鶴岡市の対策というものは、今ありましたら教えていただければと思います。
○小野木覺会長　はい、奥山委員さんの質問に、答えがあればお願いします。
〇蓮池産業課長　輸出のほうの助成ということでありますが、本所のほうに話を伝えておきます。
〇今野総務企画課長　消防団の関係の活動協力員といった部分で、数年前から募集をして、消防団のＯＢということで、通常、消防団員がいなくなる日中とか、そういった部分で活動願いたいということで、登録制度を敷いてやっているものでございます。この補償ですけども、普通の消防団と違って、確かに言われた通り、何もないというような状況でございます。そういったことも、消防の会議の中でも問題となっておりまして、今ルール調整しているところでありますが、本所のほうでも消防と協力しながら、その解決に向けて今現在検討を進めているところでございます。奥山委員さんが言われたとおり、登録してやってもらうのにもかかわらず、怪我その他何かあった場合の補償がないというような現状であります。もうちょっと推移を見させていただければと思います。

　　少子高齢化につきましてでございますけども、先ほど、総合計画の中資料２の部分でもございましたけども、対策としまして、現計画では「健やかな子供の育成」ということで第５節にあげておったものが第１節にあげまして、進めていくということでございます。そういった中では、医療費無料化とかの年齢の引き上げとか、そういったことで取り組んでいるようでございますし、まだ具体的には、今後いろいろ進めていく状況にあろうかと思いますけども、そういったことで、今、榎本市長につきましては、重点的にそこをやっていくというようなことで進めているとお聞きしております。

〇池田企画調整課専門員　少子化対策ということで、今年度から第３子以降の保育料無料化制度というのが始まっておりますので付け加えさせていただきます。
〇冨樫達樹副会長　超高齢化社会がすぐそこまで来ている中で、民間では施設の充実がだいぶあちこちで見られるんですけれども、あれと自治体との関わりというのはどのようになっているんですか。たとえば今、藤島でも「ふじ荘」が増築していますよね。あれに対して、市として何かしているとか、あるいはそれとは関係なく、市として超高齢化社会に向けてこういう準備しているよというものが何かあるのか。
○小野木覺会長　はい、わかる範囲でお願いします。
○丸山市民福祉課長　今藤島地域内で、具体的にふじ荘さんの施設の拡充ということがあるわけなんですけども、これにつきましては、介護保険等の計画の中で、やはり民間さんのほうから、施設拡充等の希望等をお受けしながら、計画的に整備して、一応、国県補助等の部分があるわけですけども、そういった形で行政の支援を進めて行くと、まずそういったことでありますし、市全体として、具体的に、今後の将来に向けた具体的な市の施設の計画という部分につきましては、具体的な部分では、ちょっと私としては情報がないところです。
○小野木覺会長　はい、まだ発言されてない委員の皆さんいらっしゃいますけども、大変申し訳ないんですけども、最初のお話のとおり、今までの１２月までの委員の皆さんのトータルをまとめてご説明をいただいたと、それをもとに、新年度に向かうということであります。それぞれの発言は、全員ではなかったわけですけども、いただいたことについては謙虚に市の方でも承っていただきたいなと思っております。具体的な大きな内容のものはなかったように思いますけども、それぞれの発言されたものについては、謙虚に、プラスされるところはプラスし、訂正されるところは訂正しながら進めてもらいたいということであります。

これをもって審議会の終了とさせていただきます。よろしいでしょうか。

（「はい」の声あり。）

はい、ありがとうございます。もし何かありましたら、今野総務企画課長のところにお話していただきたいと思います。よろしくお願いします。

　　
〇今野総務企画課長　はい、ただいま会長からお話あったように、皆さんの意見につきましては、本日、本所のほうから企画調整課の職員が参っておりますし、今後開かれます総合計画の市民生活、企画と、それぞれの専門委員会の中で、藤島からこういう意見が出たということで発言なろうかと思いますので、そのへんよろしくお願いしたいと思います。
４、その他
　・庄内農業高等学校地域連携協議会主催「地域活性化講演会」開催の案内（今野総務企画課長）
５、閉会
○今野総務企画課長　はい、これをもちまして、平成２５年度第５回の藤島地域審議会を終了とさせていただきます。本日は本当にありがとうございました。
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